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DNAに基ずく水質テスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Water Testing Powered by DNA 
ANDalyze社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, Inc. 

 

序論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Introduction  

水質公害は先進国と発展途上国にとって同様に国際的な問題として影響しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Water pollution is a worldwide problem affecting developing and developed countries alike. 
重金属の汚染は広く知られている水質公害の１つです。それらは頑固でいったん環境中　　　　　　　　　　　　　　Heavy metal contaminants are one prevalent type of water pollutant. They are persistent in the 
に排出されるか又は水源から移動したら飲料水として供給するために安全にする必要が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　environment once discharged and removal from source waters is necessary to ensure a clean 
あります。重金属公害の問題はいくつもの水源から発生することです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　drinking water supply. The problem of heavy metal pollution arises from several sources. Heavy 
ウラニュムのような重金属は地下水の中に自然に存在します。鉛は銅パイプの鉛接合　　　　　　  部　　　　　　　　　　　　　　metals such as uranium can naturally exist in ground water. Lead can be present as a result of 
部に存在します。水銀とカドミウムは発電所の排水に含まれます。加えて、多様な産業　　　　　　　　　　　　　　　　lead solder in copper piping. Mercury and cadmium can be a result of power plant emissions. 
プロセスから問題の多い重金属濃度が発生し人間に有害な汚染物質が排出されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Additionally, a variety of industrial processes can produce problematic heavy metal 
又それらの汚染は農地にも悪影響を及ぼします。重金属のテストppbレベルは国際規制　　　　　　　制定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentrations in discharged water from factories that are harmful to humans and can 
値に合致するために避けられないレベルです。このレベルに合致するためにANDalyze　　　　　　　　　社　　　　　　　　　　　　　　　　　contaminate agricultural  land. Testing for heavy metals at part per billion (ppb) levels is 
社で開発された触媒のDNA技術による重金属測定機器が必要になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　essential to meet international established limits. To meet this need ANDalyze, Inc. has 
ANDalyze社の重金属測定機器は、高感度検出、高い選択性、ポータブルそして使い易く　　　　　　やすく　　　　　　　　　簡便なdeveloped heavy metals tests based on catalytic DNA.  ANDalyze heavy metals tests are 
設計されております。この冊子は使用法、革新的な解決法、仕様と特許取得技術による　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更なるdesigned to be sensitive, selective, portable, and very easy to use. This paper covers the use, 
さらなる可能性を網羅しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.the innovative solution, specifications, applications, and future possibilities of this patented 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　technology. 
 

 

金属測定の問題点:高い検出限界、現状の困難さ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The Problem with Metals Test Kits: High Detection Limits, Difficult to Use 

　　　　排水と飲料水の重金属測定限界は多くの場合ppbレベルです。そして、限界は下方に　　　　　　　　　それはLimits on heavy metals in waste water and drinking water are often stated in parts per billion 
　　　　向かっています。現在の重金属測定技術の検出範囲は低ppbレベルですがICP-MSなど　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す。...(ppb) and are heading in only one direction: down. Current techniques for detection of heavy 
　　　　の高額な分析装置であり、トレーニングを受けた化学者による操作が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　metals in  the low ppb range, such as inductively coupled plasma – mass spectrometry (ICP‐MS), 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　are expensive, requiring a six figure investment. These instruments are operated by a trained 
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併せて、それらの装置は一旦設置したらその場所に常に固定され移動して測定する                         こと　　　　　　　はscientist and remain stationary once installed. Extensive sample preparation may be required ...ｓは出来ません。and a  single mislabeled sample can result in extensive downtime. These workhorse instruments 
ことは出来ません。単純な試料の分類ミスも多くの時間のロスとなります。　　　　　　　　　　　・excel at metals analysis, however a method simpler in implementation is advantageous. 
 
ポータブルな機器であるため現場での測定がリアルタイムで行えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A portable alternative would allow for on‐site analysis in real time without expensive sample 
汚染物質は規制基準でモニターでき併せて、高濃度汚染物質は害をおよぼす前に検出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　transportation and preparation. Contaminants could be monitored  on a regular basis and high 
することができます。比色方式でこのような金属測定機器は有りますが、いくつかの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　contaminant concentrations can be detected before harm is done. Such metals test kits based 
警報を備えているだけであったり、複数の試薬が必要で試験の手順が金属毎に異なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on colorimetric technology are currently available, though they come with several caveats. 
ます。そして検出限界も通常ppbレベルではありません。現在米国EPAの最大汚染限度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Addition of multiple reagents may be necessary, the test procedure for each metal is different, 
は鉛で15ppbで水銀(無機)は2ppbです。それらの汚染限度は多くの比色法機器では検出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限界が　　　　　　　　　　　　　　　研室測定が　　　and the detection limits are usually not single ppb level. The USEPA’s Maximum Contaminant 
限界が不充分となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.Limits for Lead and Mercury (inorganic) are currently 15 ppb and 2 ppb, respectively.1 Many 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      決策: DNA‐に基ずく検出法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　based Detection ANDalyze社は触媒によるDN　　　　　　　　　colorimetric test kits fail to test below these levels. 
 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 e d Detection 

ANDalyze社は触媒によるDNAに基ずく水中の重金属測定技術を開発しました。　　　　　　　　　　　　　　 has developed heavy metals test kits based on catalytic DNA.  

 
なぜDNAを用いるのか?   
触媒によるDNA技術を用いることで１桁のppbレベルの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;^@. 
検出限界に達することが可能です。そして他の特定の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杼とケタのUsing catalytic DNA technology it is possible to reach single 
金属以外で100万倍までの検出限界に達します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　digit ppb level limits of detection and up to million‐fold 
比色方式は、充分改善されたと思いますが、容易にこの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　specificity over other metals. Colorimetric methods, though 
DNA方式の性能には合致しないでしょう。測定金属の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　well developed, cannot  easily match these capabilities.  The 
選択性、特定性はDNA鎖としての大きな特徴です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　の持つselectivity and specificity comes from the ability of  　　　　　　　　.DNA  
色々な金属から他の１つの金属を優先的に結び付けること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　strands, obtained through a process known as in vitro 
をインビトロの過程で知ることができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　selection, to bind one metal preferentially over another. 
DNA鎖の触媒活性又は、金属イオンへの急速な結びつきは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Catalytic activity of the DNA strands or rapid binding to metal 
非常に迅速に行われます。例えば、鉛は１分以内に、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それ　　　　　ions leads to very quick testing times – e.g. under one minute 
それ故に、ポータブル法での重金属分析を可能にしたのです　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆえfor Lead. To allow for portable heavy metals analysis, the 
DNAの選択性は蛍光検出と高感度検出技術の双方を可能に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　selectivity of DNA has been paired with fluorescence detection 
しポータブル蛍光計専用形態に設計されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計 a very sensitive technique – in the form of a custom designed 
AND1100蛍光計はANDalyzeセンサーとして特異的に検出する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　portable fluorimeter. The AND1000 fluorimeter is designed to 
よう設計されています。併せて研究レベルの実験機器とし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　work specifically with ANDalyze sensors. The AND1000 can also 
て光電子増倍管(PMT)との組込みを成功させました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうばい間be used as a research‐grade laboratory instrument due to the 
触媒のDNA化学と蛍光を基盤とした結合の結果、米国USPの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　incorporation of a photomultiplier tube (PMT) detector. 
検出限界を下回りました。そして他の国際的な水中の溶存金属の規制限界をも下回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非賜りCombining catalytic DNA chemistry with fluorescence‐based detection results in detection 
りました。現在、測定可能な金属は銅、鉛、水銀、亜鉛そしてウラニゥムと開発中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　　　　　　..limits well below the USEPA and other international regulatory limits for dissolved metals in 
のその他いくつかの金属です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　water. Current metals that are detectable  include Copper, Lead, Mercury, Zinc, Uranium with  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　several other metals in development. 
   

解決策:DNA-に基ずく検出法
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触媒によるDNA技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Catalytic DNA Technology 

触媒によるDNAと蛍光に基ずく検出技術の結合は米国イリノイ大学アーバナ-シャンぺーン　　　　　　　　　　　　　花The combination of catalytic DNA and fluorescence‐based detection was developed and 
校で開発され特許を取得しました。触媒によるDNAsの(DNAzymes 又はDNA enzymes とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　patented at the  University of Illinois at Urbana‐Champaign. Catalytic DNAs (also called 
呼ばれます)配列は他の触媒のDNA鎖(基質)の分裂で特定の共同因子中に存在します。
開発の最初の段階で、基質の分裂反応が特定の金属汚染の中に存在しDNA配列が最適な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はfDNAzymes or DNA enzymes) are DNA sequences that catalyze the cleavage of another DNA 
状態で得ることができました。このDNA配列はin vitro selection と言われる組合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　strand (the substrate) in the presence of a specific cofactor. The first step in the development 
工程で確認できました。手短に言えば、10

14

-10
15

のDNA配列は標的によって潜伏の　　　　　　　　　　　　　           obtaining an optimum DNA sequence that catalyzes the substrate cleavage reaction 
反復段階が生存適応性、活発な配列の分離、増幅/突然変異に従っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うin the presence of a specific metal contaminant. This DNA sequence is obtained through a 
低い濃度や、より短く充分な触媒作用活動が得られるまでの反応速度に関しては説得力　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　combinatorial process called in vitro selection. Briefly, 1014‐1015 DNA sequences are subjected 
が増大しました。クローン化のための次のステップ、DNA配列の比較および最適な活性を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to selection pressure via the repeating steps of incubation with the target, separation of active 
持つ単一のDNA配列の蛍光体の抑制は二つの小さな有機の分子を追加するために修正され　　　　　　　　　　　　　　　　の省略されます。sequences, and amplification/mutation. Stringency is increased in terms of lower target 
ます。蛍光体はいくつかの光波長を持ちます。放射光は励起光よりもエネルギーが少ない　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentration and shorter reaction times until sufficient  catalytic activity is obtained. The next .くsteps of  cloning, comparison of DNA sequences, and truncation result in a single DNA sequence 
状態です。蛍光体の抑制は熱と言う形で光エネルギーを散逸します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　with optimum activity. The sequence is modified to add a fluorophore and quencher, two small 
蛍光体と抑制はDNAによって類似した基本の一対になり蛍光工程の抑制となります。　　　　　　　　(相補的酵素とDNA鎖基質)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.organic molecules. A fluorophore takes in light of a certain wavelength and emits light at a less 
(相補的酵素とDNA鎖)蛍光体分離と抑制は特定な金属のDNA酵素(DNAzyme)分裂による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛍光体の　energetic wavelength. A quencher dissipates light in the form of heat. Placing a fluorophore and 
蛍光体の発光を生じます。この発光を蛍光光度計で測定いたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　quencher in close proximity via DNA base pairing (complimentary enzyme and substrate DNA 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　strands) quenches the fluorescence process. Separation of the fluorophore and quencher in 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　space due to the metal‐specific DNAzyme cleavage of the substrate results in a return of 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fluorescence signal, which is measured using a fluorimeter. 
 
 
 
   

 
 

図1.   (A)の概略は In vitro selection の工程です。(B)は蛍光の発光信号と触媒による
 　　DNA活性と金属イオンの存在です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　catalytic DNA activity in the 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　presence of a metal ion leading to fluorescence signal. 
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センサーの構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sensor Construction 

ANDalyze社によって開発された中心的な技術は、センサーハウジングでありました。　　　　　　　　　　　　The core  technology developed by ANDalyze is located in the sensor housing. All DNA is 
全てのDNAがそうであるように、DNAは化学的に合成され、生物学的な有機体が用いられ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がchemically synthesized, meaning that no biological organisms are used in the process. Our DNA 
ないことです。我々の開発したDNAは養殖したり生育したりいたしません。　　　　　　　　　　　　　f
活性DNA配列は多孔性の素材を用いた特許方式のハウジング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。is not.　　　　　活性　　　　活性　 farmed or grown. Active DNA sequences are incorporated into a porous material using a 
に組み込まれます。ハウジングにはシリンジにより液体が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　proprietary method and then placed in a plastic housing 
注入されます。測定の間、ハウジングはキュベットの上に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　that allows for liquid flow from a syringe. During testing, the 
位置し緩衝処理されたサンプルは1mLの使い捨てシリンジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　housing is placed over a cuvette and a buffered sample is 
でハウジングを通して、さらにDNAを含有した多孔性素材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じるトゥるとうし手passed through the housing using a disposable 1 mL syringe. 
を経てキュベットに入ります。センサーハウジングの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東リThe sample flows through the housing and passes through 
DNAの量は極めて僅かです。それを裸眼で見ることはでき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the porous material containing the DNA. The amount of 
ません。しかし蛍光を用いたら簡単に検出することが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DNA in each sensor housing is so small that it cannot be 
できます。DNAは液体サンプルと混合されると瞬時に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　稲家やseen with the naked eye, though it　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. is  easily detected using 
溶液中の金属イオンと反応します。各金属イオンは分裂し基質は酵素から分離します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fluorescence. As soon as the DNA mixes with the liquid 
この分離は併せて蛍光体も抑制(quench)から離れます。蛍光の量は金属イオンの濃度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sample, an almost instantaneous process, the DNA begins 
に比例します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reacting with metal ions  in solution. Each metal ion leads to a cleavage event and a release of 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the substrate strand from the enzyme strand. This release also separates the fluorophore from 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the quencher, leading to a fluorescence signal that is directly proportional to the metal ion 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentration. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AND1000 Fluorimeter 

AND1100蛍光光度計はポータブル型の蛍光光度計です。すべてが内蔵されております。　　　　　　　　　　　The  AND1000 Fluorimeter is a portable self‐contained instrument, though it may be connected 
しかし、USBを用いてPCと接続しデーターをダウンロードすることもできます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to a computer via USB if desired to download data. The AND1000 Fluorimeter is used in 
この蛍光光度計はANDalyze社の金属測定キットと共に使用することができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　..conjunction with metal‐specific  kits from ANDalyze, and yet 
併せて、研究レベルで使用することにも充分な感度と機能を備えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おります理.the fluorimeter may be utilized independently as a research‐
おります。ANDalyze社は独自の高感度検出の技術と検出器として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　grade instrument. Fluorescence detection was chosen by 
光電子増倍管(PMT)を採用したことにより、その感度をさらに高め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ANDalyze due to the inherent high sensitivity of the 
ることに成功しました。この光電子増倍管(PMT)を採用した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　technique  and the sensitivity was enhanced further by using 
ポータブル蛍光光度計は他にはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a photomultiplier tube (PMT) as a detector, which is 
励起光はLEDと励起フィルターを採用しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uncommon in portable fluorimeters. Excitation is 
放射フィルターは光電子増倍管の隣に位置し完全な構成となっております。　　　　　　　　　　　　　　　　　accomplished using a light emitting diode (LED) and an 
AND1100蛍光光度計はUSB又はコンセント差し込みアダプターを用いて充電　　　　　　　　　　　　　　excitation filter. An emission filter at located next to the 
します。本体ケースはIP54により防水の格付けとCEマークを受けております。　　　　　　　　　　　　るPMT completes the setup. The AND1000 Fluorimeter is 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　recharged via USB or a wall adapter, is water resistant with an 
　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP54 enclosure rating, and is CE marked. 

                                                               Advantages of ANDalyze Technology 

                                                                                  A  great deal of curiosity has resulted from the introduction of catalytic DNA technology to the 
                                                                                        marketplace. Most people view DNA as a purely biological material and to see DNA used for 
                                                                                    detection of metals is new and exciting, and rather curious. Why use DNA when ICP‐MS and 
                                                                                 colorimetric techniques are so established? ANDalyze uses DNA because of the host of 
                                                                                        advantages listed below. 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新AND1100蛍光光度計　　　　　　　　　規テキスト

触媒によるDNA技術を市場に発表すると膨大な関心が寄せられました。

 

 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規テキスト

ほとんどの人々のDNAに対する見方は、それは純粋な生物学的材料であると言うこと
でした。そしてDNAが金属検出に用いられることを知った人々は大いに興奮し好奇心　　　　　　　　
をあおりました。何故、ICP-MS及び比色分析技術にDNAが多く用いることが確立して
 いるのか? ANDalyze社は下記リストの利点のためにDNAを用いることを主導しており　　　　　　　　ます  
 ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　>
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いるのか 
 

新AND1100蛍光光度計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規テキスト

ほとんどの人々のDNAに対する見方は、それは純粋な生物学的材料であると言うこと
でした。そしてDNAが金属検出に用いられることを知った人々は大いに興奮し好奇心
をあおりました。何故、ICP-MS、及び比色分析技術にDNAを用いることが確立している
のか? ANDalyze社は下記リストの優位性のためにDNAを用いることを主導しております。 

ANDalyzeの技術的な優位性
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触媒によるDNA技術の優位性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Advantages of Catalytic DNA Technology: 

 基礎技術-各々の目標の金属分析は他の分析法と同様に異なったカートリッジと緩衝液　　　　　行え々々Platform technology – analysis of metals as well as other analytes is possible using the 
で行えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　same system with different cartridges and buffers for each target 

                                                                                                      低検出限界-現在販売しているすべてのセンサーの検出限界はUSEPA(米国環境省)の　　　　　　　飲料水89Low detection limits – all sensors currently for sale test at or below the USEPA limits for 

 高い選択性-多くの古典的な金属分析試薬は複数の金属に反応します。　　　　　　　　　　　　なHigh selectivity ‐ many classic metal analysis reagents react with multiple metals, 
ところが、触媒によるDNAは高い選択性を持っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　whereas catalytic DNA has much higher selectivity 

 高い可搬性。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Highly portable 
 用いる試薬はまったく有害性がありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　......Reagents are not hazardous 
 用いるキットは汚染の心配がなく一般ごみとして廃棄できます。　　　　　　　　　　　　　　　......No contamination issues as kits are disposable 
 他の分析法に比べ安い費用で行えます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Low initial investment compared to other solutions 

 

ANDalyze 社、定量限界(LOQ)対　USEPA 最大汚染物質レベル(MCL)  Conta minant Level (MCL) 

金属 　　　　　　　　　　　　　UUUUU U                         SEPA MCL1   　　　　ANDalyze LOQ*
ANDalyze 

検出範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　Detection Range 

鉛  15 ppb  2 ppb  2‐100 ppb 

銅  1300 ppb 
40 ppb (LR) 
600 ppb (HR) 

40‐200 ppb (LR) 
600‐3000 ppb (HR)

ウラニューム  　　　　　　　　30　30    2 ppb            2            ppb 

        2 ppb 2‐50 ppb  

*定量限界又は、LOQは10 sigma 法に基ずきます。一方検出限界又は、LODは 3 sigma 法に基ずきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　..The Limit of Quantification or LOQ is based on the 10 sigma method, whereas the Limit of Detection or LOD is 

LOQ値はLOD値よりも高い値でLODに替って報告されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くbased on the 3 sigma method. LOQ values are higher than LOD values and are reported instead of LOD. LR= 

LR=低いレンジ、HR=高いレンジ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Low Range, HR= High Range 
1.飲料水汚染物質http://water.epa.gov/drink/contaminants/index.fm(2012年6月6日にアクセスいたしました)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) (accessed June 6th 2012).

 

アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Applications 

ANDalyze社のテストキットは飲料水から産業排水まで多様な発生源測定に応用できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の test kits may be utilized in a wide variety of matrices from drinking water to industrial 
新しいアプリケーションも常に追加されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wastewaters and new applications are constantly emerging. 
 
ANDalyze社のテストキットは元々飲料水のテストキットとして開発されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 test kits were originally developed for testing drinking water and do not require 
そして、サンプルの準備は必要ありません。飲料水は公益事業体又は、地方自治体から　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある岩sample preparation. Drinking water may include water from a utility or municipality, bottled 
供給されます。ボトル水、温泉水、井戸水など人々の用途の水は多岐にわたります。　　　　　　　　　　　　　　　　water, and treated spring and well water. In short, any water intended for human consumption.  
 ANDalyze 社のテストキットの有用性は水質測定のために拡大し続けております。　　　　　　　　　　　　..he utility of ANDalyze test kits has been expanded to include waters such as:  

 環境的な清流 (川、湖、小川、地下水など)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..Environmental fresh waters (rivers, lakes, streams, and ground water) 

 海水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seawater 

 産業排水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Industrial process wastewater 

 地方自治体の最終放流水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Municipal final effluent 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テキスト

飲料水の基準をはるかに超える感度を持っております(USEPAの規制検出を超えております)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をひた新規テキスト

                                                                          USEPA MCL     ANDalyze LOQ                                 新規テキスト

                                                                                 30                                           2-60 ppb

                                                                    2 ppb                                                                                                          水銀

                                                                                 USEPA  MCL ANDalyze LOQ                                 新規テキストUSEPA MCL     ANDalyze LOQ                                 新規テキスト

   30 ppb 2-60 ppb

水銀　　　　　　　　　　　　　　　　　2 ppb
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サンプルの濁りを取り除くためにサンプルの簡単な濾過が必要なことがあります。　　　　　　　　　　ります。A simple filtration step is required for these waters due to their turbidity. In rare cases pH 
稀にはpH調整と鉄の妨害実施要項も必要なこともあります。ANDalyze社の鉄妨害　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 adjustment and iron interference protocols may be necessary, and an ANDalyze Iron 
アクセサリキットは、そのような時、便利に利用できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ときにInterference accessory kit may be purchased from ANDalyze if such treatment is necessary. 
 
海水や排水は濾過と希釈の後に測定します。それらのサンプルは多くの場合濁って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seawaters and wastewaters may be tested after filtration and dilution steps. These waters are 
おりますので簡単な濾過が必要なのです。通常、海水はpH調整は必要ありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　often turbid, and a simple filtration step is required. Seawater does not usually require pH 
しかし、排水は測定の前にpH調整が必要です。ANDalyze社の緩衝剤を含んだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adjustment, though  certain wastewaters may require pH adjustment before proceeding with 
テストキットは最適な測定レンジになるようなpH調整に便利です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か.testing steps. ANDalyze test kits include a buffer material that adjusts the pH to the optimum 
ある排水サンプルは中和の範囲を超えるサンプルもあります。下記商品の説明を　　　　　　　　　　きえるrange for the sensors. Some wastewaters may exceed the buffering capacity. Be sure to follow 説明を確認した下さい。サンプルのpHの範囲は用いるセンサーの測定範囲に合致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用いるthe product guidelines for each sensor to determine whether the sample pH is within range. A 
確認して下さい。ANDalyze社の簡便な１０倍希釈キットやこの測定に合致した専用　　　　　　　　器具　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　simple ten‐fold dilution step follows and may be accomplished using standard laboratory 
器具をご検討ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　equipment or the ANDalyze Dilution accessory kit.  
 
ANDalyze社は環境水試験解決策を開発してきました。その解決策はユーザーを通じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　投資手　　　　　　　 has developed an Environmental Water Testing Solution Note that guides the user 
環境水のテスト又は継続している発生源の研究に貢献しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するthrough testing environmental waters and research is ongoing with additional matrices. 
ANDalyze 社のテストキットはここに記載されていない重金属も検出可能と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　test kits may be able to detect heavy metals in matrices not listed here. Please 
測定したい新しい金属について私共に御連絡下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　contact ANDalyze with details of any matrix you would like to test. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比色計方式による検出の限界　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Colorimetric Test Kit Limitations  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The most common portable test kits for detection of heavy metals rely on colorimetric 
ほとんどのポータブル型重金属測定機器は比色計方式に関わっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　techniques, some of which date back over 100 years. These common methods have undergone 
それらは100年もの歴史がありました。それらの測定方式は様々な変遷を経て多くの　　　　　　　　　　　　　　　　　numerous improvements over the years. However, the  limits of detection are seldom at the 
時間の中で改良されてきました。しかし、検出限界はppbレベルから50ppbレベルで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　  level and are more likely to be found above 50 ppb. In order to test below ever‐
あります。より高感度なUSEPA MCLsなどの検出のために新しい技術が求められています。　　　　　　　　　　　　　　decreasing USEPA MCLs, alternative techniques are necessary.  
 
加えて、比色法の測定手法と試薬は測定する金属により異なり、有害な試薬、例えば、　　　　　　　　強酸　　　　　　　　　In addition, the colorimetric test steps and reagents vary for each metal and hazardous 
強酸やシアン化物などが必要になります。結局、単一の金属に反応する試薬の設定が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　reagents such as concentrated acids and cyanide may be required. Finally, design of reagents 
非常に難しく、そのために測定結果の失敗が懸念されます。これらの困難さに比べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　that will react specifically with a single metal is very difficult and therefore false positives are a 
ANDalyze社によって開発された基礎技術はUSEPA MCLs の手法で測定は全ての金属に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concern. These difficulties  are in contrast to the platform technology developed by ANDalyze .which utilizes  the same general test steps for all metals, while testing below the USEPA MCLs. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポータブル蛍光光度計AND1100型の価格的優位性　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cost Advantages of the AND1000 Portable Fluorimeter 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Laboratory methods such as ICP‐MS, commonly used for analysis of metals in water, involve a 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tremendous initial investment of hundreds of thousands of dollars and must be operated by 
通常、実験室での水中金属測定はICP-MSが用いられます。このことは初期投資が何千万　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　highly trained chemical analysts. The drive towards portable instrumentation is beneficial from 
円も必要であり、尚、高度に訓練された化学者が操作する必要があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項ドンかつa financial standpoint as well as a technical standpoint. On‐site testing provides quick results, 
これをポータブル測定機器で測定することにより資金的にも技術的な意味からも大変に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　allowing issues to be corrected in a timelier manner and minimizing water sample chain of 
有益な結果となります。現地での測定は迅速な結果が得られタイムリーな問題解決と　　　　　　　　　　地でのcustody concerns. Though portable instruments are generally cheaper than laboratory 
最少なサンプル水で保護管理の懸念にも対応できます。ポータブル測定機器は実験室の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　instrumentation, the cost varies greatly with technique and instrument capabilities. Lower 
測定機器よりもはるかに安価です。高い検出感度と高い性能は一般に高価なことになり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　detection limits and higher capabilities usually mean greater expenditure and increased 
ますが、AND1100型ポータブル蛍光光度計はユーザーに使いやすく設計され、高感度で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　alyzeoperator experience requirements. The AND1000 Portable Fluorimeter is designed to provide a 
最新の性能を持ち、どの測定器よりも低価格です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.user‐friendly  experience with low detection limits and advanced capabilities, while costing 
他の高感度ポータブル測定器、例えば、anodic stripping voltammetryやASVなどが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤmuch less than competitive portable instruments. Another portable technology with low 

同じ手法です。

ポータブル蛍光光度計AND1100型の価格的優位性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t@qk 新規テキスト

比色計方式による検出の限界　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規テキスト
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市販品として市場にはありますがその価格はDNAzyme製品に比べて10倍も高価です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　detection limits, anodic stripping voltammetry or ASV, is commercially available although the 
そしてASVは常に電極の保守が必要になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　initial investment is ten times higher than the DNAzyme/fluorimetric based solution and ASV 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　instruments require regular maintenance of electrodes.  

最新の水質テストのアプリケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水市細心の件の質Advanced Water Testing Applications 

ANDalyze社は現在、将来の製品ラインの中に多様な検出器の可能性を調査中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 is currently exploring a wide range of possibilities for future product lines. Our basic 
私共の基本的な技術は幅広い検出器に適用できます。単一な金属だけでなく、多様な　　　　　　　　　　　　　　　　　　検出器technology is applicable to a wide range of targets, not simply metals, and a variety of detection 
検出器に適用する仕組みを構築中です。下記に記載のいくつかの可能性と応用について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アプリケーションを議論しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　schemes. A few possibilities are discussed below and we would be glad to elaborate on any or 
議論しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　all of these applications. 
 
有機物と生物有機体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organics and Biological Organisms 
ANDalyzeにより用いられたDNA 配列は、本質的に触媒作用である必要はありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sequences used by  ANDalyze do not have to be catalytic in nature. DNA sequences may 
DNA配列はin vitro selectionによって得られ単一な結合は触媒作用の結合よりも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。also be obtained by in vitro selection that simply bind to a  target rather than undergo a catalytic 
むしろ触媒作用の結合目的に基ずき変化します。これらの核酸配列は aptamers と呼ば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　　　　　をreaction upon target binding. These nucleic acid sequences are called “aptamers,” a term 
れます。これはラテン語のaptusでfitの意味です。Aptamersは殺虫剤の全細胞の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タンパク質からﾁｾｶﾅﾄderived from the Latin word aptus meaning “fit.” Aptamers can be selected to bind a wide 
タンパク質から広い範囲で目標の結合をするために選択されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　range  of targets from insecticides to proteins to whole cells. With a short development cycle 
短い開発サイクルでほとんどの化学体、生物体のターゲットに対してANDalyze社　　　　　　　　　　　　　　　almost  any target, chemical or biological, can be analyzed using the ANDalyze platform system. 
の基本技術を用いて分析ができます。どうぞ皆さんの計画をご連絡下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Please  inquire if you have a target in mind. 
 
Dipstick 技術について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Technology 
金属センサー又はその他の分野で定性又はセミ定性的な測定に関心がありますか?
蛍光体の替りに金ナノ粒子へのDNA配列はANDalyzeの検出の体系で拡張ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はAre you interested in qualitative or semi‐quantitative sensors for metals or other targets? By 
赤い結合表示ターゲットの存在と結合の強さがおおよその濃度分析と比較できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　conjugating DNA sequences to gold nanoparticles instead of fluorophores the ANDalyze 
これらの安価な試験法はユーザーにとって大変に有益なことになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　detection scheme can be expanded to lateral flow or “dipstick” tests. Appearance of a red band 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　indicates target presence and the intensity of the band may be compared to a chart to 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　determine approximate concentration. These inexpensive tests are very user friendly. 
 
In‐line アプリケーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Applications 
In‐line モニタリングシステムは飲料水又は産業排水分析において増々重要になって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　monitoring systems are becoming more and more important in drinking water , 
おります。より高い安全のレベルを保証するために月１回のサンプリングでは明らかに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　industrial  processing water and wastewater analysis. To ensure the highest levels of safety, 
不充分です。推奨されるべき、より高い頻度のサンプリングは毎日であり、毎時間です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　monthly sampling just isn’t enough. Are you interested in sampling daily, hourly, or even higher 
どうぞANDalyze社にIn-lineモニタリングについてご連絡下さい。きっとお役に立て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と思います。frequencies? Are you interested in a set it and forget it system that works with minimal 
ると思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　intervention? Please contact ANDalyze with suggestions or comments related to in‐line 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　monitoring. 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary 

この新しい重金属水質試験技術は試験と水質分析の明確な手法の優位性のみならず、創造的　　　　現地　　　　　　　　　　　　　　This new water testing technology for heavy metals creates not only a clear operational ..advantage  for testing and analyzing water, but it also sets a new path for the potential of field 
基礎技術の測定器による測定の潜在的な新しい方法の道しるべとなり、無機体、有機体、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　testing technologies by creating a platform instrument on which a long list of inorganic, organic 
そして微生物汚染まで現地で検出し測定することが出来ます。このことは併せてユーザーに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できますびせいぶつand microbiological contaminants can be detected and analyzed at field sites. It also will enable 
とってより広範囲の水質測定を可能にすることです。訓練された化学者や水資源技術者は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a broader list of users to test water. Trained chemists and water resource engineers won’t be 
水質試験の一人で充分なのです。一般的な技術者、サービス員や学生達は明らかに測定すべ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the only ones testing water. General technicians, service personnel and students will 
き場所や金属汚染のレベルを理解しております。この革新は各産業と地域にとって汚染　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　ベルの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　undoubtedly uncover a much clearer understanding of the locations, sources and levels of 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

概　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規テキスト
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レベルについての新しい理解をもたらします。このことは我々の地球上の環境と資源と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　metals contamination around the world. This innovation will bring a new understanding of the 
産業排水技術のより良い管理の力となります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水levels of contamination in communities, industry and regions. It is a new tool to help better 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　manage our global environmental resources and industrial water technology.   
 

問い合せ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Contact 
 
DNAを用いた水中の重金属測定についてより多くの情報をご希望の方は下記の輸入代理店に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもちいたFor more information on the technology behind Water Testing Powered by DNA please contact 
御連絡下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ANDalyze at: 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Offices 
 
株式会社センコム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ANDalyze, Inc. 
東京都台東区台東4-1-9                  製造元                                                                                                                                          800 Boylston Street 
110-0016                                2109 S Oak Street,Suite 102                                                                                116th Floor 
                                                                                                                                Boston, Massachusetts 02199 
                                                                                                                     USA 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Laboratory 
 
ANDalyze, Inc. 
                                                                            2109 S Oak Street, Suite 102 
Champaign, IL 61820 USA 

  Email:info@senkom.com   
  Tel:03-3839-6321   Fax:03-3839-6324                                                                                                                                                      +1 888 388 0818  or +1 217 328 0045  
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　References 

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.Drinking  Water Contaminants. http://water.epa.gov/drink/contaminants/index.cfm (accessed June 
　　　　　　　　　　　　　　　　　(accessed June 6th 2012)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6th 2012).

　　

1.Drinking Water Contaminants.                                                                                        http://water.epa.gov/drink/contaminants/index.cfm                     
                        http://water.epa.gov/drink/contaminanta/index.cfm                                      (accessed june 6th 2012)                                                                                                新規テキスト
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付　表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Appendix  

ANDalyze社の鉛100センサーの仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Specifications for the ANDalyze Lead100 Sensor 

性能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Performance  
鉛、濃度0,5,10,15, 25,50,75, 100,150,200 ppb Pb+ 脱イオン水中。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were prepared 
５枚の複製を各テストと各希釈に用います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in DI water.  Five replicates were used for each test at each dilution. 

 
検出限界  (LOD)  

1 ppb Pb2+ 
3 sigma 法に基ずきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ased on 3 sigma method 
 

定量限界　　　　　　　 (LOQ)  
2 ppb Pb+ 
3 sigma 法に基ずきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Based on 10 sigma method 
 

直線検出範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Linear Detection Range  
2 ‐ 100 ppb Pb2+ 

精度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Precision  
標準:15 ppb.Pb

2+  

95% 信頼度: 13 – 17 ppbPb
2+   

 
変動率　　　　　　　　　 (CV):  

0–200 ppb Pb2+ ±15%  
 
 
注: 全ての仕様は予告なく変更される場合があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 All specifications  are subject to change without 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　notice. 

 
干渉イオン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Interference 

 
干渉テストは30ppbPb2+.  
液と潜在的な干渉イオンを混ぜたもので行いました　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　solution plus the potential interfering ion. The 
干渉許容誤差レベルは±10%の濃度変動があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す凶器用供誤差はinterference tolerance levels represent the 
データーは3枚のシャーレ―の平均値です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentration above which the lead concentration 
各干渉テストは、特別な発生源水でon-site                                                                        is changed to ±10%. Data represents an average of 
キャリブレーションを用いて行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　at least three replicates. For each interference 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　test, an on‐site calibration with the particular 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　water matrix (containing the interfering ion) was 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　performed. 

 
 
 

Interfering ion  Interference level

Calcium, Ca
2+

500 ppm

Magnesium, Mg
2+

500 ppm

Zinc, Zn
2+

100 ppm

Aluminum, Al
3+ 

0.1 ppm

Copper, Cu
2+

0.5 ppm

Iron, Fe
3+ 

0.04 ppm

Cadmium, Cd
2+ 

15 ppm 

Mercury, Hg
2+ 

0.03 ppm

Manganese, Mn
2+

150 ppm

Ammonium, NH4
+

2000 ppm

Carbonate, CO3
2‐

100 ppm

Phosphate, PO4
3‐

50 ppm 

Chloride, Cl
‐

2000 ppm

Sulfate, SO4
2‐

100 ppm

Nitrate, NO3
‐

5000 ppm

 

製品の精度範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pevyk Product Accuracy Ranges 

 
下図はAND1100蛍光光度計(y-axis)測定の鉛pb

2 +

の濃度平均値と標準鉛の(x-axis)を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e graphs below depict the average  measured Pb2+ concentration as displayed on the 
描いております。5つの測定から標準偏差のエラーは除外しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AND1000  fluorimeter (y‐axis) vs. the known concentration of the lead standards (x‐axis). Error 
図1は鉛0-100ppbの直線性レンジを示しております。高い濃度の鉛(200ppbまでの鉛)の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.bars depict the standard deviation from five measurements.  Figure 1 shows the linear range of 
精度は低下します(グラフ2)。100ppb以上の濃度の鉛は1:1で希釈し再分析いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ‐ 100 ppb Pb2+. For higher concentrations of Pb2+  (tested up to 200 ppb Pb2+), the accuracy 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　decreases (Graph 2). Samples containing higher than 100 ppb Pb2+ can be diluted 1:1 and re‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　analyzed. 
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　　　　　グラフ 1:鉛 平均濃度 対 既知濃度.　　　　　  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Graph 1: Average Pb2+ Conc. vs. Known Conc. 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  vs. Line ar Detection Range 

 
   

グラフ 2:精度 対 直線性検出範囲
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用語集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glossary 

Platform Technology 
ハードウェアおよび/または製品ラインの将来の拡張を可能にするソフトウェアなどの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A hardware and/or software solution that allows future expansion of the product line and ..
問題解決がなされ機能を拡大するのに追加の機器の購入をする必要のない技術。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　increased capabilities without the need to purchase additional equipment.  
 
Deoxyribonucleic Acid (DNA) 
DNAの最も一般的な定義は、生活において遺伝の命令を伝える核酸である有機体です。　　　　　　　　　。The most common definition of DNA is a nucleic acid that carries genetic instructions in living 
しかし、DNAは又、実験室で合成されます。DNAの断片は金属と結合することがin vitro                                 anisms. However, DNA can also be synthesized in a laboratory. Through a process known as 
selection,の過程で知られていて小さな分子又は小さな細胞に特殊な方法で結合します。　　　　　　　　　　　　　　　in vitro selection, pieces of DNA can be found that bind to metals, small molecules, or cells in a 
これらの短い配列はその時センサーに変えられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　highly specific manner. These short sequences can then be turned into sensors. 
 
Fluorescence/Fluorophore/Fluorimeter  蛍光/蛍光体/蛍光光度計
蛍光とは物質又は分子が光の１つの波長を吸収する過程であり、放射光は吸収される　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fluorescence is a process in which a substance  or molecule absorbs one wavelength of light and 
波長より弱い波長の光を放射する。蛍光体は、蛍光を発する分子およびANDalyze技術に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mits a less energetic wave length of light, e.g. absorbing blue light (more energetic) and 
用いられてDNAに共有結合するものです。蛍光光度計は、より強い波長の(青色)光をサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルemitting green light (less energetic). A fluorophore is a molecule that fluoresces and in the case 
プルに照射し、サンプルから放射される、より弱い波長(緑)を測定する装置です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of .　　　　　　　　　　　　　　　ANDalyze technology, is covalently attached to DNA. A fluorimeter is an instrument that 
蛍光光度計はその高感度測定分析手法により極めて有益な測定法です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　measures fluorescence by shining a more energetic wavelength of light on a  sample and 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　measuring the less energetic light emitted by the sample. Fluorescence is extremely beneficial 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in analytical procedures due to its high sensitivity. 
 
In Vitro Selection  
実験室で行う短いDNA又はRNAに非生物源のターゲットに非常に特異的な方法で結合する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A combinatorial chemistry technique performed in a laboratory to obtain short DNA or RNA 
化学的組合せ技術。プロセスは選択の反復サイクル、増幅、および変異の反復サイクルを　　　　　　用います。strands of non‐biological origin that bind to a target in a highly specific manner. The process 
用います。選択段階では、不活発なDNA鎖、活発なDNA鎖の菌数は増大します。　　　　　　　　　　　　　およびDNAの変異　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは除外します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uses repeating cycles of selection, amplification, and mutation. The selection step eliminates 
及び変異はDNAの変化を導きます。これは目標に対して親和性が拡大することになります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　inactive DNA strands, amplification increases the population of active DNA strands, and 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mutation introduces changes in the DNA strands that may increase affinity for the target. 
 
Parts per billion (ppb) 
無限の量、物質の豊富さ又は、濃度を示したものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または
1ppbは1,000,000,000分の1を示す。水質測定の表現ではμg/L又は、ﾏｲｸﾛｸﾞﾗﾑ/ﾘｯﾄﾙである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　± )           A1ppb              dimensionless quantity (no units, e.g. grams) used to denote abundance or concentration of a 
関連した表現は、ppm、又は、1/100万等です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<substance. One ppb denotes one part per 1,000,000,000 parts. An equivalent expression in 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　water analysis is µg/L or micrograms per liter. A related expression is ppm, or parts‐per‐million, 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　which is equivalent to one part in 1,000,000 parts or 1 milligram per liter of water. 
 
Colorimetric 
比色分析は色の発生からの関わりです。有機肥料と金属イオンの複雑な構成にしばしば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Colorimetric tests rely  on generation of color, often by complex formation between an organic 
用いられております。色は比色計、カラーコンパレーター又は、その他の測定器で測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　系ligand and a metal ion. The color may be measured using a colorimeter, color comparator, or 
されます。比色測定法は100年も前からあるにもかかわらず、ここ10年間は検出感度の改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りますがother device. Some colorimetric methods have been available for over 100 years, though 
がなくppbレベルの測定はできません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　despite decades of improvements many detection limits are not at the single digit ppb level. 
 
Maximum Contaminant Levels (MCLs) 
米国環境省(USEPA)の飲料水測定基準の一部で、これらはUSEPAにより設定され法律上執行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器人のPart of the National Primary Drinking Water Regulations (NPDWRs) which are legally 
可能な標準であります。全てのANDalyzeのテストキットはこの基準を上回っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　enforceable  standards set by the United States Environmental Protection Agency (USEPA). All 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ANDalyze test kits test below these limits. 
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Inductively Coupled Plasma – Mass Spectrometry ICP‐MS  
ハイブリット結合の分析装置は元素分析を行い、水中の金属分析にも用いられます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A hyphenated or hybrid analytical instrument used for elemental analysis, including analysis of 
サンプルはプラズマを使って10,000度でイオン化されます。装置はマス-スペクトロに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって　　　　　　　　　　　　　　　　土呂すべく土呂により分離された　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　metals in water. The sample is ionized using inductively coupled plasma at 10,000 degrees and 
よって分離され多くの分光器により検出されます。低い検出感度を持ち,すばらしい技術の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記述のcomponents are separated and detected by mass using a mass spectrometer. Metal speciation ..studies may  require additional equipment, e.g. determination of trivalent chromium vs. 
機器です。しかし非常に高価な投資と装置の稼働のために訓練された化学者を必要とします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hexavalent chromium. A well‐respected technique with low detection limits. Requires a six‐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　figure upfront investment and a trained analyst to operate. 
 



    テスト結果は1分以内に得られます　　　　Test results in less than one minute 
 飲料水テスト、環境水テスト、産業用水の　　　　　　　　　Tests drinking water, environmental water and   

溶解重金属のテスト　　　　　　　　　　　　　　　　　industrial water for soluble concentrations 
 特別な化学的試験の知識は必要ありません　　　　　　No special knowledge of chemical testing required 
 高い選択性と高感度測定(ppb ﾚﾝｼﾞ)                               Highly sensitive and selective  (low ppb ranges) 
 1台で多くの物質の測定ができます　　　　　　　　　One instrument tests for multiple contaminants 

 

特長　　　　　　　　　　　　　　　Features 
 
簡便、迅速測定　　　　　　　　　　　　　　　Simple, One Minute Test 
迅速測定、簡便なメニュー誘導と試料テストのための　　Quick, simple menu navigation and one button 
ボタン操作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　push for sample analysis. 
 
蛍光法による検出　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fluorescence Based Sensing  
DNAzyme(触媒作用反応)による蛍光法定量分析　　　　　 reaction produces quantitative 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..fluorescence based results.  
 
検出キット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sensor Kit 
使い捨ての各々に色別された検出キットは各重金属　　　Each disposable color-coded sensor is designed 
テストのために設計されております。検出キットは　　　テスト　for a specific heavy metal test target. Kits provide 
テストに必要なすべての種類が準備されております　　　　　　　everything needed to test. 
 
データー取集とリポート　　　　　　　　　　　　　　　Data Capture & Reporting 
日時の印字と現場ごとの分類印字。データーはUSBを　　　Time and date stamped and site labeled results. 
通じてダウンロード又は再入力ができます　　　　　　　　　　Data downloadable and recharging through a 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　USB cable. 
 
堅牢とメンテナンスフリー　　　　　　　　　　　　　　　Safe and Maintenance Free 
CE標準とIP54ボディによる耐水性と耐塵性です。　　　　CE Marked and water and dust resistant with 
アップグレードされたソフトウェーアはインターネット　　IP54 enclosure rating. Free software upgrades 
からUSB接続で無料ダウンロードできます　　　　　　　　via USB connection over the Internet. 
 
ビデオ トレーニング　　　　　　　　　　　　　　　　　........Video Training On-board  
内蔵された説明書により使用者は操作法を習得　　　　　Embedded instructional video trains users  
します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　without documentation. 
 
言語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよう時Supports Multiple Languages 
英語、スペイン語、ポルトガル語、ドイツ語などです。　Selectable display languages including English, 
残念ながら日本語は含まれません　　　　　　　　　　　Chinese, Spanish, Portuguese, and German. 
 
環境にやさしく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Environmentally Friendly 
使用する試薬は害がなく最少の使用量です。テストに　　No harmful reagents and minimal waste.  No test 
用いる物質は特別な処分法は必要ありません　　　　　　materials need special disposal. 

 

現場での水質試験に高い効果をもたらします　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bringing High Performance  .Water Testing to the Field 

ANDalyze fluorimeter & 
検出キット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sensor Kit 

カラー表示　　Color Display 

鉛　　　Lead 
ウラニウム　無Uranium 
銅　　　　　Copper 
水銀　　　　Mercury 
カドミウム　みぅむCadmium 
亜鉛　　　　Zinc 
その他にも…　　And More... 

水中の重金属テストに特化した　　Heavy Metal Testing in Water  
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EPA(米国環境省)賞 受賞の技術　　　　　　　　　　　　 Award winning technology  
ANDalyze社は現場テストのためのポータブル　　　　　　　　　　　　フィル度 offers a hand -held fluorimeter and 
蛍光法、水中重金属溶解テスト器とDNAzyme(触　　　　　　　　　　　媒　　　　　　　　　　　sensors for field testing of soluble 
媒作用反応)検出法技術をEPAに申請しました。　　　　　　　　　　　　　　　heavy metal content in water supplies. I t 
この技術は高い精度で迅速にテスト結果が得られ　　　　　　　　　　　ますgives highly accurate r eadings in seconds. 
現場テストの効率化に大きな進歩をもたらしまし　　　　　　　　　　　たます。This product is a breakthrough in efficiency,  
た。併せて、特別な化学的知識は必要なく簡単に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どなたでもtesting accuracy and ease-of use for field 
操作できます。用いる試薬は害がなく特別な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　applications. It requires no special  skill or  
処分法も必要ありません。このことはテストの　　　　　　　　　　　　　　　knowledge of chemistry to operate.   And no  
時間を短縮し、テストを簡便化することにより　　　　　　　　　　　　hazardous materials or harmful re agents are 
テストに要する費用を大幅に減少させます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　required. In addition, t his solution reduces 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　overall testing costs by  reducing testing time 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and complexity. 
 

DNAZYME(触媒作用反応)技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TECHNOLOGY 
ANDalyze特有の触媒反応のDNAセンサーは鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　 proprietary Catalytic DNA 
のような目標汚染物質が存在する状態で蛍光　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sensors use a DNAzyme reac tion that 
を発するDNAzyme反応を使用します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fluoresces in the pre sence of a target 
反応の蛍光は目標重金属の溶解濃度を決定する　　　　　　　　　　　　ためにcontaminant substance such as lead. The  
ために測定します。測定値はppbで表示されます。　　　　　　　　　　　fluorescence of the reaction is measured to 
テストは1mlの試料を検出器に注入し蛍光器に　　　　　　　　　　　　　　　系MLdetermine the soluble concentration of the  
導入します。試料は自動的に測定され測定結果は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　target heavy metal an d is reporte d in parts 
1分以内に得られます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　per billion ( ppb). The test is perfo rmed by 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　taking a 1 milliliter water sample, i njecting it 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　through the sensor, and into the  fluorimeter. 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This sample is then  automatically analyzed 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and reports  results in less than one minute. 

飲料水　　　　　　　　　　　D r i n k i n g  W a t e r  

排水　　　　　　　　W a s t e  W a t e r  

河川湖沼水　　　　　　　　　S u r f a c e  W a t e r  

食用水　　　　　　　　　　 F o o d  S a f e t y  

鉱業水　　　　　M i n i n g  

鉛　ウラニウム　銅　水銀　亜鉛　カドミウム　その他にも…　　　　 Lead  Uranium  Copper  Mercury   Zinc  Cadmium  and  more... 
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金属　　t...al * Ran 
鉛　　　　　　　　　 2 - 100 ppb 

銅 
(高濃度) 

0.6 - 3 ppm 

ｳﾗﾆｳﾑ 2 - 

水 2 ppb (over/
under) 

50 ppb limit 

亜 1 - 15 ppm 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ                 .1 - 1 ppm 

クロムとヒ素の検出キットは間もなく発売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sensors for chromium, arsenic and other 
予定です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　trace metals will be available soon 

　色    　ﾚﾝｼﾞ　　　測定　　 
Green 

Blue 

Orange 

Silver 

White 

Yellow 

銅 
(低濃度) 

Blue 40 - 200 ppb 

 
Pb 2+ 

Cu+/Cu2+   

Cu+/Cu2+   

Uranium VI, 
UO2

2+ 

Hg2+  

Zn2+  

Cd2+  

仕様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Specifications  

* 仕様は予告なく変更する場合があります 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので事前に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Specifications are subject to change. See current . detailed specifications at www.andalyze.com 

重金属のテスト結果は1分以内に得られます　　　　　　　Heavy metal test results in less than one minute 
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 2 - 60 ppb

銀

鉛

 0

測定物質
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